
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 主な予定 日付 主な予定 

１/ １１  １/ ２２  

１/ １２ 成人の日（青梅市成人式） １/ ２３ ２年校外学習               SC 

１/ １３ SC・ICT １/ ２４  

１/ １４  １/ ２５  

１/ １５ 避難訓練 １/ ２６  

１/ １６ 英語検定               SC １/ ２７ SC・ICT 

１/ １７  １/ ２８ 教職員研修 部活再登校１６時半 

１/ １８  １/ ２９  

１/ １９  １/ ３０ 中学校美術展覧会始          SC 

１/ ２０ 生徒会朝礼（リモート）   SC・ICT １/ ３１ 学校公開（道徳授業地区公開講座） 

１/ ２１ 部活再登校１６時  

     

富士塚 
教育目標 ・すすんで学ぼう  ・美しい心を育てよう  ・たくましい体をつくろう 

経営理念  自分と人類の幸福を創造する人材の育成 

令和８年 １月 ９日 第２５号 

青梅市立新町中学校 

校  長 山本美智代 

 

 

✿令和 8年もよろしくお願い申し上げます✿ 

 

 1月8日の3学期始業式では全学年の生徒が元気な様子で集まりました。幸い、冬季休業中の事件、事故

などの報告はなく教職員もホッとしています。 

ただ、中学生の活動範囲は広く、SNSで誰とでもいつでも気軽につながれる時代です。お子様に何か変わ

ったことや気になることがありましたら、小さなことでも学校に連絡いただけると助かります。今後とも本校

の教育活動へのご理解、ご協力よろしくお願い申し上げます。 

   

１ 月 中 旬 ～ 

◆性教育の授業◆ 

１２月１６日（木）に第３学年を対象として「性教育の授業」が行われました。講師として、     

◎◎レディースクリニック院長の    先生に来ていただきました。    先生が性感染症や妊娠

等について具体的な事例を示しながら説明してくださり、「自分の体」や「大事な人の体」を守り、

大切にするとはどういうことかを全員で考えました。生徒の皆さんは丁寧に資料を読み、集中して

話を聞いていました。 

今回の授業はアンケートの結果から、９割以上が「分かりやすい」「効果的」と感じていました。ま

た、具体的な内容だったので自分の間違った理解に気づいたり、新たな知識を得られたことを実

感していました。授業の最後に 保健委員長の         さんがお礼の言葉を伝えました。 



◎１２月の表彰で紹介した主張大会の文章を掲載します。主旨が伝わる大変素晴らしいスピーチでした 

第２１回 青梅市小・中学生の主張大会（令和７年１２月６日実施） 青梅市長賞（最優秀賞）受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人は見かけによらぬもの」     青梅市立新町中学校 ２年          ・ 

 

みなさんは、自身の容姿のことで何か悩んだり、いじられて嫌な思いをしたことはありますか。 

私は容姿の事など気にせず、互いに尊重し合い生活していくこと、そして多様性を認めることが大

切だと思います。 

 私は小さい頃から平均身長より高く、現在中学二年生でおよそ 175センチメートルあります。最近

は周りの人との差が目立ち、多くの人から自分の身長に対して何か言われることが多いです。中に

は嬉しい言葉もありますが傷つく言葉もあり笑ってごまかしています。 

 昔から同級生、お店で出会ったおじいさんやおばあさん、病院の先生、学校の先生などたくさんの

場所でたくさんの人から「背高いね、何年生？」 「何センチあるの？」と話しかけられました。小さい

頃は身長が高いことはかっこいいことで、すごいことなんだと当時幼かった私は純粋に受け止めて

いました。身長のことを深く考えるようになったのは中学生からで、周りからの言葉も心に影響を受

けるようになりました。「身長高いね！うらやましい」「モデルになれるよ！」 などの嬉しい言葉の一

方、「でっか」「〇〇ちゃんと差ありすぎ笑」などの傷つく言葉もあります。いろいろな意味で周りから

の言葉の内容が小さい頃よりバージョンアップしました。 

 しかし、これらの経験を得た中で、通っていた小学校の時の担任の先生の言葉が頭に浮かびまし

た。「見た目だけで判断したら、その人の中身を無視していることになる。『人は見かけによらぬもの』

よ。そもそも容姿なんてどうでもよくない？」 と話していました。その言葉を思い出し、確かにその通

りであり、身長のことを何かと言ってくる周りの人も悪いと思っていましたが、それを気にする私自身

も「見た目で判断する」ということに含まれると考えました。私はそのことに気づき、少し今までの罪

悪感を覚えました。つまり、私自身も相手自身も、容姿に関係なくその人自体の存在を認め、多様性

を重要視する必要があるということです。 

身長に対すること以外でも、体重のこと、服装のこと、肌の色などの外見だけで、その人の性格を

決めつけ、判断し、全て分かったような気持ちになるのは不適切であると私は思います。もしかした

ら、勇気を出し、話しかけてみたら、趣味が一緒で話が合い、親友になる、ということがあるかもしれ

ません。しかし、「人は見ためによらないし、多様性の時代だから、学校でピアスつけよう、髪染めよ

う」というのはやはり違うと思います。どの場所、どの時など、状況や場面に応じた「多様性」を大切に

していくことで、価値ある未来につながっていくのではないでしょうか。 

 このように、「人は見かけによらぬもの」と言う言葉は、自分にも相手にも関わることです。みなさん

も容姿に関係なく、互いに尊重しあい、誰もが安心して過ごせる多様性あふれる未来を共に作り上

げていきましょう！ 

 

 
お願い紙での配布に加えて、３学期から HP 用に加工した「学校だより」を本校メール（マチコミ）でも配信します。

写真や個人名は個人情報保護のため掲載しませんが、全情報に作成者（作成元）の著作権があります。また、SNS

への転載・内容の改ざん、利用などは法的問題が生じる可能性があるためご遠慮ください。 


